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(百万円未満切捨て)
１．平成28年２月期第２四半期の連結業績（平成27年３月１日～平成27年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年２月期第２四半期 1,090 ― 68 ― 44 ― 19 ―

27年２月期第２四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―
(注) 包括利益 28年２月期第２四半期 7百万円( ―％) 27年２月期第２四半期 ―百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年２月期第２四半期 14.89 14.09

27年２月期第２四半期 ― ―
(注)１．平成27年２月期第２四半期においては、四半期連結財務諸表を作成していないため、平成27年２月期

第２四半期の数値及び平成28年２月期第２四半期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。
２．当社株式は平成27年４月30日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の計算においては、新規上場日から第２四半期連結累計期間の末日までの平
均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年２月期第２四半期 1,463 838 55.9

27年２月期 1,096 470 40.0
(参考) 自己資本 28年２月期第２四半期 818百万円 27年２月期 438百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年２月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

28年２月期 ― 0.00

28年２月期(予想) ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成28年２月期の連結業績予想（平成27年３月１日～平成28年２月29日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,304 40.5 192 19.7 176 14.0 93 29.4 68.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用」をご覧下さい。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年２月期２Ｑ 1,410,000株 27年２月期 1,180,000株

② 期末自己株式数 28年２月期２Ｑ 40,580株 27年２月期 40,580株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年２月期２Ｑ 1,291,377株 27年２月期２Ｑ ―株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は完

了しておりません。
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご
覧ください。

決算短信 （宝印刷）  2015年10月13日 17時33分 2ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社テラスカイ(3915) 平成28年２月期 第２四半期決算短信

－ 1 －

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 3

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ……………………………………………………………… 4

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………………………… 4

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………… 4

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 9

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………… 9

決算短信 （宝印刷）  2015年10月13日 17時33分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社テラスカイ(3915) 平成28年２月期 第２四半期決算短信

－ 2 －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による経済・金融政策や原油価格の下落の影響等により、

企業収益・雇用情勢の改善等がみられ、緩やかな回復基調で推移いたしましたが、中国経済の下振れリスクなど、依

然として、先行き不透明感が払拭しきれていない状況となっております。

このような状況の下、当社グループが注力するクラウド関連市場におきましては、法人向けクラウドサービスの世

界市場が2010年の約410億ドルから2016年には約1,080億ドルに成長すると予測されており（総務省「平成25年版情報

通信白書」より）市場の規模は大きく拡大しております。クラウドのコストメリットや信頼性の向上等を背景に、ユ

ーザーの新規ビジネス展開における積極的なクラウド活用や、社内の既存システムのクラウド移行が加速することで、

2019年度までの年平均成長率は21.7%となり、2019年度は2014年度比2.7倍の２兆679億円と２兆円を超える市場規模ま

で成長すると予測されています（MM総研「国内クラウドサービス需要動向(2015年版)」）。

また、クラウドサービスの中でも、当社グループが主力分野としているSalesforce.com社、及び、Amazon Web

Service(AWS)社の全世界売上高は前年同期比130％以上の急成長を続けております。

当社グループのAWS 向け新サービスとしては、「AWS活用コンサルティング」、「クイックスタートサービス for AWS」

の２サービスを６月より提供開始し、お客様が早期にAWSの構築・運用をスタートできるようにすることで、AWS利用

企業増加を推進しております。

このような環境の下、当社グループにおいては「クラウドのトータルソリューションカンパニー」として、企業の

クラウドシステム導入へのニーズ拡大に応えてきたことにより、ソリューション事業におけるエンタープライズ向け

のクラウドシステム構築案件が好調に推移したほか、自社製品の導入社数の増加や、保守運用子会社を通じた多角的

なクラウドサービスを展開したことにより着実に顧客基盤を拡大し、売上は堅調に推移いたしました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は、1,090,777千円、経常利益は、44,781千円、四半期

純利益は、19,224千円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① ソリューション事業

当第２四半期連結累計期間におけるソリューション事業の売上高は、大型案件の受注及び受託開発・保守案件の

件数の増加等を主因として、818,865千円となり、セグメント利益（営業利益）は、176,795千円となりました。

② 製品事業

当第２四半期連結累計期間における製品事業の売上高は、堅調な契約社数、契約金額の伸長を主因として、

271,912千円となり、セグメント利益（営業利益）は、83,939千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末より328,385千円増加し、1,156,280千円と

なりました。これは主に、現金及び預金が274,557千円、その他の流動資産が37,221千円増加がしたこと等によるも

のであります。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末より38,698千円増加し、306,435千円となり

ました。これは主に、本社移転に伴い敷金及び保証金が29,088千円、有形固定資産が27,133千円増加した一方で、

投資有価証券が19,175千円減少したこと等によるものであります。

（繰延資産）

当第２四半期連結会計期間末における繰延資産は、前連結会計年度末より142千円減少し、1,062千円となりまし

た。これは、子会社設立に伴う繰延資産の償却を計上したことによるものであります。

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末より28,431千円減少し、590,876千円となり

ました。これは主に、未払法人税等が64,310千円、その他の流動負債が20,299千円減少した一方で、前受金が

51,141千円増加したこと等によるものであります。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末より27,669千円増加し、34,216千円となり

ました。これは主に、その他の固定負債が33,369千円増加した一方で、返済により長期借入金が5,700千円減少した

こと等によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末より367,703千円増加し、838,685千円となり

ました。これは主に、資本金及び資本剰余金がそれぞれ179,860千円増加、利益剰余金が19,224千円増加した一方

で、少数株主持分が11,652千円減少したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年２月期の業績予想につきましては、平成27年４月30日の「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当

社決算情報等のお知らせ」で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

決算短信 （宝印刷）  2015年10月13日 17時33分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社テラスカイ(3915) 平成28年２月期 第２四半期決算短信

－ 5 －

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 450,013 724,571

売掛金 309,453 303,673

仕掛品 31,765 54,152

その他 36,661 73,882

流動資産合計 827,894 1,156,280

固定資産

有形固定資産 10,850 37,984

無形固定資産

ソフトウエア 50,263 42,946

その他 17,113 26,218

無形固定資産合計 67,377 69,164

投資その他の資産

投資有価証券 65,770 46,595

敷金及び保証金 120,817 149,906

その他 2,920 2,784

投資その他の資産合計 189,509 199,286

固定資産合計 267,737 306,435

繰延資産 1,205 1,062

資産合計 1,096,837 1,463,778
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 66,059 80,195

短期借入金 200,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 9,100 -

未払法人税等 105,015 40,705

前受金 83,787 134,928

その他 155,346 135,046

流動負債合計 619,308 590,876

固定負債

長期借入金 5,700 -

その他 847 34,216

固定負債合計 6,547 34,216

負債合計 625,855 625,093

純資産の部

株主資本

資本金 274,175 454,035

資本剰余金 134,475 314,335

利益剰余金 50,039 69,263

自己株式 △32,588 △32,588

株主資本合計 426,100 805,044

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 12,838 13,250

その他の包括利益累計額合計 12,838 13,250

少数株主持分 32,042 20,390

純資産合計 470,982 838,685

負債純資産合計 1,096,837 1,463,778
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

売上高 1,090,777

売上原価 630,144

売上総利益 460,633

販売費及び一般管理費 392,044

営業利益 68,588

営業外収益

受取手数料 1,400

その他 232

営業外収益合計 1,632

営業外費用

支払利息 1,243

持分法による投資損失 19,175

株式交付費 4,716

その他 303

営業外費用合計 25,439

経常利益 44,781

税金等調整前四半期純利益 44,781

法人税等 37,210

少数株主損益調整前四半期純利益 7,571

少数株主損失（△） △11,652

四半期純利益 19,224
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,571

その他の包括利益

為替換算調整勘定 411

その他の包括利益合計 411

四半期包括利益 7,983

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 19,635

少数株主に係る四半期包括利益 △11,652
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は平成27年３月26日及び平成27年４月10日開催の取締役会決議に基づき、第１四半期連結会計期間にお

いて有償一般募集による新株式の発行を行い、資本金及び資本剰余金がそれぞれ156,400千円増加しております。

当社は、平成27年６月1日付で、大和証券株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第

２四半期連結会計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ23,460千円増加し、当第２四半期連結会計期間

末において資本金が454,035千円、資本準備金が314,335千円となりました。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

（注）１．

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２．ソリューション

事業
製品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 818,865 271,912 1,090,777 ― 1,090,777

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 818,865 271,912 1,090,777 ― 1,090,777

セグメント利益 176,795 83,939 260,735 △192,146 68,588

(注)１．セグメント利益の調整額△192,146千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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